
観 光 振 興

～岡山・兵庫両県知事会議～



Hyogo Prefecture

岡山・兵庫の連携強化による観光振興

大阪・関西万博を契機とした交流人口の拡大Ⅰ

広域周遊観光の推進Ⅱ

万博開催に合わせたひょうごフィールドパビリオンの展開、兵庫DCアフター
キャンペーンにおける魅力的な着地型コンテンツの発信等により、交流人口を拡大

隣県同士である岡山・兵庫の強みを生かし、サイクルツーリズムや瀬戸内周遊
クルーズ、県際交流事業等を通じて、広域周遊観光を推進
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安全安心に包まれる
兵庫

地域の｢活動の現場そのもの(フィールド)｣を地域の人々が

主体となって発信し､多くの人を誘い､見て､学び､体験して

いただく｢ひょうごフィールドパビリオン｣を全県で展開

地域の人々が、
自らの取組を
再評価 地域の誇りへ

つなげる

230 プログラム
を認定

（R6.6.21時点）

９件をプレミア・プログラム
に選定（R5.11.30時点）

｢躍動する兵庫」を切り拓いていく

地域のヒーローに光を当てる

シビックプライドの醸成や
交流人口の増加を目指す

（姫路市）兵庫から発信する日本伝統文化の守り人たち
姫路藩主御用能楽師「十二世 江崎欽次朗」から「能」を学ぶ

（上郡町）赤松手づくり鎧かぶと教室と手作り甲冑着付け体験

１ ひょうごフィールドパビリオンの展開

大阪・関西万博を契機とした交流人口の拡大Ⅰ
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○ 城崎温泉駅でのオープニングセレモニー

２ 兵庫デスティネーションキャンペーンアフターキャンペーンの開催
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Ⅰ Ⅱ
■期 間 2024年 7月1日(月) ～ 9月30日(月) 未来へつなぐ 兵庫・夏の体験

～ 兵庫テロワール旅 ～
■主な内容

魅力的な着地型コンテンツの発信・販売

■テーマ

県内外からの誘客を促すプロモーション

・開 催 日 2024年7月6日(土)

・開催場所 JR城崎温泉駅

・対象列車 こうのとり５号

・内 容 ①到着セレモニー

②駅前での地元団体によるおもてなしイベント

○ WEST EXPRESS 銀河 イベント

tamaki niime
ｼｮｰﾙづくり

ｿﾗﾌﾈ
1000万ﾄﾞﾙ夜景

うずしおｸﾙｰｽﾞ世界遺産・国宝
姫路城特別公開

・開 催 日 2024年８月17日(土)

・開催場所 JR神戸駅

・対象列車 WEST EXPRESS 銀河

※運行ではなく駅に停車し、内部を一般開放

フィールドパビリオンなどを観光スポット・モデルコー
ス等として造成した着地型コンテンツを観光型MaaSで発
信、JR西日本と連携して販売
【主なコンテンツ】

・tamaki niimeオリジナルショールづくり（特別ランチ付き）
・ソラフネ1000万ドルの夜景鑑賞とスカイグリルブッフェ
・姫路城特別公開（搦手(からめて)：通常非公開）
・うずしおクルーズ など

■目 的
・ 2025年大阪･関西万博を見据えた本県への観光誘客および県内周遊・滞在を促進
・ フィールドパビリオンなど魅力ある着地型コンテンツの発信
・ 観光型MaaSのデジタルプロモーションによる新たな観光スタイルの実現

大阪・関西万博を契機とした交流人口の拡大Ⅰ
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「ひょうご夏の体験デジタルパス」【3dayパス】

「神戸・姫路 夏の体験デジタルパス」【2dayパス】

・利用期間 2024年7月１日(月)～9月30日(月)までの連続する3日間
（発売期間 2024年6月1日(土)～9月28日(土)）

・価 格 おとな 5,500円（税込）
・発売箇所 tabiwa by WESTER （アプリ及びブラウザ）
・組込施設 神戸ﾎﾟｰﾄﾀﾜｰ、須磨ｼｰﾜｰﾙﾄﾞ、姫路城、たじまわる等

・利用期間 2024年7月１日(月)～9月30日(月)までの連続する2日間
（発売期間 2024年6月1日(土)～9月29日(日)）

・価 格 おとな 3,300円（税込）
・発売箇所 tabiwa by WESTER （アプリ及びブラウザ）

KANSAI MaaS（アプリのみ）
・組込施設 神戸ﾎﾟｰﾄﾀﾜｰ、姫路城等

利用範囲を関西エリアに拡張、話題の新規オープン施設の入場券などを組込んだ利便性の高いデジタル
パスにより、本県への周遊・滞在を促進

※赤枠・赤字は 今回新しく追加した範囲または施設

【3dayパス】周遊区間

【2dayパス】周遊区間

神戸ポートタワー 姫路城 須磨シーワールド

観光型MaaS等を活用したデジタルプロモーション
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１ サイクルツーリズムの推進
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兵庫県南あわじ市と徳島県鳴門市に架かる大鳴門橋の桁下空間を活用して自転車道を整備。
完成すれば、瀬戸内海沿岸一周ルート「セトイチ」の実現に繋がる。

・ 事 業 期 間 ：令和５年度～令和９年度(完成予定)
・ 全 体 延 長 ：1,799m(兵庫県 931m、徳島県 868m)
・ 計 画 幅 員 ：4.0m(自転車道2.5m、歩道1.5m)
・想定利用者数：サイクリスト 9万人/年、一般観光客(徒歩＋レンタサイクル) 35万人/年

【自転車道（イメージ）】【セトイチ（イメージ）】

各地域の豊富な観光資源の魅力を活かしたサイクルツーリズムを推進し、地域の活性化につなげる。

広域周遊観光の推進Ⅱ

大鳴門橋自転車道整備事業

【位置図】
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２ 瀬戸内周遊クルーズの充実などツーリズム機能の強化

Ⅰ Ⅱ Ⅲ安全安心に包まれる
兵庫

瀬戸内の魅力を活かした兵庫・岡山・香川への外国人観光客の誘客、周遊を促進

・実施時期：令和６年10月～11月頃

【クルーズルート】

小豆島

岡山県

兵庫県

姫路港

直島

香川県
高松港

宝伝港

犬島

豊島

・ルート：姫路港 ⇒ 犬島 ⇒ 直島 ⇒ 姫路港
犬島：「アートの島」を堪能するまち歩き体験
直島：レンタサイクルで現代アートの聖地を自由散策

・想定参加者数：計60名×３回（外国人を含む）

・チャーター船：定員90名程度の高速船

【 R6クルージングMICE奨励補助金申請事業者受付中！ 】

船上での会議やイベント開催等、旅客船を活用した新たなクルーズ
旅行商品の造成を支援（上限50万円、兵庫と他府県間を結ぶ場合は75万円）

広域周遊観光の推進Ⅱ

「せとうち周遊クルーズ実証実験」の実施
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３ 県際交流事業等の更なる連携強化

安全安心に包まれる
兵庫

備前・美作・西播磨地域への観光客誘致のため、古来からつながりのある三地域に共通した観光資源を活用した
交流事業を岡山県、近接市町と連携して取組を推進

若い女性グループをターゲット
赤穂線沿線のお店やお出かけスポットを紹介
5,000部配布（JR相生駅、観光案内所、道の駅等）

家族層をターゲット
JR沿線のお出かけやお店スポットを紹介
10,000部配布（JR主要駅、観光案内所、道の駅等）

■令和５年度の取組

広域周遊観光の推進Ⅱ

美作・備前・西播磨じゃらん
～家族でのんびり列車旅～ JR赤穂線沿線で巡るスパイスカレー旅
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Ⅰ Ⅲ安全安心に包まれる
兵庫

■令和６年度の取組
・森の芸術祭、大阪関西万博、瀬戸内芸術祭等の大型イベント開催に向け、備前・美作・西播磨エリアの

芸術や伝統文化、ひょうごフィールドパビリオン等の各地域で体験できるスポットを発信
・各管内イベントへの相互出展を実施

©真庭観光局

【烏城夏まつり2023の様子】

※R6.8.3 開催予定

【R6.4.7 津山さくらまつり】

【西播磨ﾌﾛﾝﾃｨｱ祭2023の様子】

※R6.10.26 開催予定

体験スポット

備前

西播磨
美作

【備前長船刀剣博物館（瀬戸内市）】 【夢幻庵（備前市）】

【GREENable HIRUZEN（真庭市）】

【発酵LabCoo（ラボクー）（たつの市）】

【紙すき文化伝承館（佐用町）】

美作・備前・西播磨じゃらん イベントの相互出展

【妖精の森ガラス美術館(鏡野町）】



豊かな海づくりの推進

～岡山・兵庫両県知事会議～
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01藻場・干潟の再生・創出とブルーカーボンの推進
➢ 新たなCO2吸収源としてブルーカーボン生態系に注目
➢藻場再生などにより、ブルーカーボンを創出、豊かな海づくりと温暖化対策を促進

● 豊かな海づくり活動啓発など｢ひょうご豊かな海づくり県民会議｣を母体として、多様
な主体が取り組む豊かな海づくり活動を推進

● ひょうご豊かな海づくり推進大会やひょうごブルーカーボンシンポジウムを開催

●豊かな海づくりを県民総参加の運動へと発展させるため、多様な主体が取り組む豊かな海づくり活動のネットワーク化を推進
●団体相互の情報共有や活動の連携と普及啓発を積極的に展開

情 報 共 有

豊かな海づくりに向けた取組を推進

●生物生産性回復に向けた栄養塩類供給策の検討
●藻場拡大とブルーカーボンクレジットの活用検討
●ノリのブルーカーボンとしての可能性検討
●海洋プラスチックごみ問題と資源循環

プラットフォーム機能～会員間の連携促進～

約140会員 企業、NPO、関係団体、大学・研究機関
マスコミ、行政

県民総参加による豊かな海づくり

（R5.7.27～）

ひょうご豊かな海づくり推進大会
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ブルーカーボンクレジットの活用検討

アマモ場

R5 R6 R7以降

・藻場再生創出事業の支援検討
・クレジット化に向けた検討
・藻場再生ガイドブック作成

・藻場再生創出事業の促進
・クレジット取引開始

・ブルーカーボン連絡会議設置
・藻場保全・再生・創出の取組と課題
・課題への対応事例の共有
（神戸市、岡山県備前市日生町）

● ブルーカーボン生態系（海藻や海草等が繁茂する藻場、ノリ養殖）によるCO2吸収・固定
量の定量化及びブルーカーボンクレジットの創出を検討し、CO2削減を図る企業・団体等と
のクレジット取引をめざす
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● 栄養塩類供給による養殖ノリの品質と生産量を向上
● 養殖ノリブルーカーボン検討会を設置し、ブルーカーボンとしての可能性調査・研究を行う
とともに、脱炭素型｢兵庫のり」としてのブランディングをめざす

豊かな海づくり×ノリ養殖

離脱等してCO2固定 刈取作業など ミンチ､洗い､乾燥など 半製品(乾ノリ) 焼き等加工 製品(兵庫ノリ)値決め

養殖ノリブルーカーボン検討会（R5.7～）
● 養殖過程におけるCO2吸収･固定のメカニズム
の解明

● CO2固定量の算定方法の調査･研究
● 乾燥工程の省CO2化の検討 など

・養殖の過程で、風や波の影響を受け、約２割程度がノリ網から離脱すると推定
・離脱したノリは、海底に蓄積することでCO2が固定

消費者加工業者乾ノリ入札会ノリ養殖（漁業者）

兵庫県栄養塩類管理計画(R4.10策定)に基づく栄養塩類の供給量増
（養殖ノリの品質・生産量の向上）

【検討委員】
座長：信時 正人（神戸大学客員教授）
委員：二羽 恭介（東京海洋大学教授）
委員：突々 淳（兵庫県漁連専務理事）
委員：菅 範昭（兵庫県環境部長）



林業振興
～岡山・兵庫両県知事会議～
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兵庫県の林業の取組（県産木材の利用促進） 01

・CLTを活用し、都市部のオフィスビル等での木材利用を推進

・民間施設の木質化に係る工事費の1/3（上限200万円）を支援

・「ひょうご森づくりサポートセンター」から市町に設計や防耐火等の
専門家を派遣し、公共施設の木造･木質化を支援

三田駅前一番館の木質化(三田市）

但馬 テイポス

TajimaTAPOS

(荷重を分散する接合形状)

従来の仕口

横架材

接合部

Tajima TAPOS 木の魅力を見せる県産木造住宅（明石市）

CLTを活用したオフィスビル(尼崎市）

・横架材に県産木材を見えるように使用するなど、木材の魅力を見せる
木造住宅を設計する工務店に対して、30万円/件を支援

・外国産材に比べ強度が弱いスギ横架材の接合部の強度を高めるため、

県が開発した木材加工技術「Tajima TAPOS」の普及を推進
但馬 テイポス

おうかざい

林業及び木材産業の自立的な発展を図るため、「兵庫県県産木材の利用
促進に関する条例（H29.6）を制定し、建築物等への木材利用を推進

非住宅分野での木材利用拡大1

住宅分野での木材利用拡大2
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・全体の林業就業者数は横ばいだが、60歳未満は約８割を維持
・産業間の人材獲得競争が激化する中、新規就業者の確保・育成の強化が必要

兵庫県の林業人材の育成について

岡山県立真庭高等学校の視察受入

・岡山県出身者２名在籍、昨年度は同県内民間林業事業体へ就職１名

・岡山県との連携協定（R2.1月）により、昨年度は岡山県立勝間田高等学校

及び真庭高等学校の１年生57名の視察を受入

岡山県西粟倉村の取組を視察

開 校 H29.4月 ※２年制の専修学校

定 員 20名/１学年

名誉校長
みながわ よしつぐ

皆川 芳嗣

取得可能な専門資格 20種類（車両系建設機械など）

国内研修・視察 真庭市 ：木製品製造業及び木質バイオマス関係
西粟倉村：森林管理の取組

就職先 卒業生86名のうち75名が専門知識等を活かして林業
事業体、公務員等へ就職・進学

（元農林水産事務次官、元兵庫県農政企画室長、
現㈱農林中金総合研究所理事長）

林業就業者数と６０歳未満の割合の推移

本県の林業就業者の状況1

兵庫県立森林大学校の人材育成2
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・少花粉スギ苗木は平成25年度から供給を開始し、現在では県内産スギ
苗木の100％を少花粉苗木で供給

・県内産少花粉ヒノキ苗木は、供給の準備が整い、今年度から出荷を開始

少花粉スギ・ヒノキの植替促進について 03
・平成25年度から主伐後の再造林には、少花粉苗木への植替を促進

・今後も、苗木融通や課題共有、情報交換など、両県で協力し、
花粉発生源対策を強化

少花粉ヒノキコンテナ苗（淡路市）

樹種 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6(計画)

ス ギ 89 164 146 170 210 173 199
ヒノキ 0 0 0 0 0 0 30

【県内産少花粉苗木の供給実績及びR6供給計画】 （単位：千本）

（参考）主伐・再造林の取組状況

令和7年度 令和12年度

目標 実績(見込み) 目標(中間) 目標(最終)

主伐・再造林面積(ha) 30 32 50 120

指標
令和5年度

ひょうご農林水産ビジョン2030に基づいた取組

主伐再造林施業地（宍粟市）

花粉発生源対策に向けた少花粉苗木の供給体制の構築１

岡山県から少花粉ヒノキ苗木を２万本移入（R5年度）2


